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山
河
み
な
古
き
陶
器
の
ご
と
く
な
る

　
こ
の
ふ
る
さ
と
の
冬
を
愛
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

福
瀬
青
年
団
が

　
　
　
地
芝
居
を
熱
演

　
1
1
月
4
日
（
土
）
夜
、
産
業
文
化
祭

に
お
い
て
畑
瀬
青
年
団
に
よ
る
地
芝
居

「
他
人
の
仇
討
ち
は
伝
八
笠
」
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
瀬
青
年
団
は
、
笛
年
福
瀬
神
社
の

秋
祭
り
で
芝
居
を
演
じ
て
い
ま
す
が
、
ム
フ

回
は
産
業
文
化
祭
で
の
上
演
と
あ
っ
て
、

10

誌
繽
{
か
ら
週
3
日
の
練
習
を
行

い
、
本
番
前
は
笛
日
練
習
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
芝
居
で
は
、
青
年
の
熱
演
に
つ
め
か
け

た
多
く
の
観
客
か
ら
、
大
き
な
声
援
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
，
ζ

＠　　　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　》うご’つ91鞭

奪

　
第
1
8
回
産
業
文
化
祭
が
1
1
月
4
日
（
土
）
・
5
日
（
日
）
の
両
日
、
道
の
駅
「
と

う
こ
う
」
を
会
場
に
、
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
兼
ね

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
館
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
は
、
各
作
品
展
や
農

林
産
品
展
、
寒
蘭
展
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
内
に
伝
わ
る
神
楽
や
舞
踊
、
歌
、

太
鼓
な
ど
多
彩
な
催
し
物
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
曜
日
夜
に
は
花
火
大
会
、
日
曜
日
に
は
、
東
郷
町
出
身
の
歌
手
水

沢
明
美
さ
ん
と
秋
野
こ
ぎ
く
さ
ん
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
が
M
R
T
ラ
ジ

オ
で
生
放
送
さ
れ
、
電
波
を
使
っ
て
の
情
報
発
信
と
な
り
ま
し
た
。

響轡
，
鵡
♂

騨
で
・

▲寒蘭展

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　　③鞭8こ一’り

囲
碁
大
会
の
結
果

　
1
1
月
1
2
日
（
日
）
、
産
業
文
化
祭
の

一
環
と
し
て
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
橋
口
琢
美
（
三
段
目
寺
運

準
優
勝
　
佐
藤
勝
美
（
六
段
）
三
瀬

三
位
　
黒
木
正
一
（
初
段
）
小
野
田

耀
、
曝
’

㌦～　

恥
鵡
欝

へ
／μ
豊
野ダ軍饗

飽

．
軒

▲花火

　
　
囲
護

漸
騒
－藍

「

一

蟄鵡
鞭「晦押」鍵　　㌧

護
輪

▲おなじみ大工野一座の桃太郎
▲林研グループが椅子を寄贈

農
林
産
‘
コ
o
o
展
の
お
礼

　
今
回
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
研
修
室

で
開
催
し
、
1
1
9
名
の
方
か
ら
2

2
8
点
の
丹
精
を
こ
め
た
品
物
を
出

展
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
方
の
来
場
が
あ

り
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

　
出
展
物
の
審
査
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
に
審
査
長
を
お
願
い

し
、
農
協
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
品
物
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
す
ば
ら
し
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
野

菜
等
の
販
売
代
金
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。▲農林産品展

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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レ
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

＜
婦
人
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

東郷町いきいき健康まつり
　10月22日（日）、・町中央公民館と総合文化センターを会場に、「いきいき健康まつり」が開催されました。「いきいき

健康まつり」は昨年の保健福祉まつりを引き継いで開催されたもので、本年は、婦人祭と併せて開催されました。

　中央公民館会場には、医療・健康相談コーナーを始め、介護保険コーナー、老人疑似体験コーナー、福祉相談コー

ナー、食生活改善コーナー、体力測定コーナー等が設けられ、相談者等の長い列ができていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、午後は会場を文化センターに移し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て表彰式と講演会が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表彰式では、健康優良世帯や歯の健康優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良者、健康ポスター・短歌入賞者への表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礼　　　　　が行われました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐一　　貯　．　一”　　講演会では、女優の中村メイコさんが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「私の生き方」というテーマで講演し、自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分の体験を元に、子育てや夫との生活など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を楽しく話されました。

　　　　　　　▲表彰式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．参加者は・「いろんなコーナーがありと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても楽しかった。いただいた買い物袋はぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲中村メイコさんの講演　　ひ利用してゴミ減量を行いたい。」とか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「健康を見直す良い機会でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋、雛も細鱗濃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鞍畠』す．」などと話していました。

＜体力測定コーナー
▲食生活改善コーナー

4

レ
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
競
争

く
在
宅
介
護
実
演
コ
ー
ナ
ー

毎

鴨
　
　
壷

掬
£
驚

羅『
極圏バ
顯
在宅醸

興醒
　
　
」
ぐ

瓢▼π冨

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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冒
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・
ε
＝
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昌
一
3
，
・
一
＝
富
・
三
一
≡
7
・
一
＝
＝
．
3
瞬

　
第
5
回
若
山
牧
水
賞
決
ま
る

3
冒
．
…
一
冒
．
．
；
…
．
一
一
一
一
＝
．
a
≡
一
昌
…
…
，
昌
≡
7
一
昌
；
璽
7
量
…
7
昌
；
一
一
・
轟
≡
三
一
一
：
・
一
一
一
…
・
一
富
一
＝
轟
＝
§
・
§
＝
7
昌
一
一
＝
三
一
一
…
乙
一
3
一
三
＝
一
＝
・
…
3
：
3
＝
7
曇
3
7
一
…
冒
乙
：
一
．
。
。
一
…
。
．
…
：
．
3
≡
7
一
一
…
7
．
一
一
…
．
呂
：
三
＝
一
＝
・
8
＝
言
．
翫

　
第
5
回
若
山
牧
水
賞
は
、
1
1
月
7

日
（
火
）
に
宮
崎
市
で
記
者
発
表
が
行

わ
れ
、
小
高
賢
氏
（
受
賞
作
品
歌
集

「
本
所
両
国
」
）
と
小
島
ゆ
か
り
氏

（
受
賞
作
品
歌
集
「
希
望
」
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。
女
性
の
受
賞
と
2
名
同

時
受
賞
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
授
賞
式
は
平
成
1
3
年
2
月
1
2
日
に

宮
崎
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
翌
1
3
日
に
は
、
受
賞
者
の
記

念
講
演
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

牧
水
公
園
で
選
考
会

　
今
回
の
若
山
牧
水
賞
選
考
委
員
会

は
、
1
1
月
6
日
（
月
）
牧
水
公
園
「
ふ

る
さ
と
の
家
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
会
は
、
例
年
宮
崎
市
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
じ

め
て
東
郷
町
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
選
考
委
員
の
大
岡
信
（
詩
人
）
、
岡

野
弘
彦
（
歌
人
）
、
馬
場
あ
き
子
（
歌

人
）
、
伊
藤
一
彦
（
歌
人
）
の
4
氏
は
、

牧
水
公
園
に
到
着
後
、
牧
水
生
家
や

記
念
館
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
牧

水
生
家
や
記
念
館
で
は
、
都
甲
教
育

長
や
伊
藤
　
彦
氏
が
牧
水
に
つ
い
て

の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
大

岡
氏
、
岡
野
氏
は
初
め
て
の
来
町
で

あ
り
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
3
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
選
考

委
員
会
で
は
、
予
定
し
た
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
熱
の
入
っ
た
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
子
ど
も
短
歌
コ
ン

月
ノ
ー
ル
見
取
偲
風
秀
甘
貝
P
」
山
山
＋
帯

幸
恵
さ
ん
（
東
郷
小
5
年
）

　
若
山
牧
水
賞
の
第
5
回
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
「
全
国
子
ど
も
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
小
学
生
の
部
に
お
い

て
、
東
郷
小
学
校
5
年
の
山
本
幸
恵

さ
ん
（
鶴
野
内
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

山
本
幸
恵
（
東
郷
小
5
年
）

　
負
け
た
ん
だ
徒
走
の
時
に
ラ
イ
バ

ル
に
　
自
分
が
一
番
ラ
イ
バ
ル
だ
け
ど

【
入
選
】

長
池
城
磨

新
名
鴻
祐

児
玉
一
生

寺
原
尚
吾

高
見
慎
吾

池
田
真
菜
美

（
福
瀬
小
1
年
）

（
福
瀬
小
1
年
）

（
東
郷
小
3
年
）

（
東
郷
小
4
年
）

（
東
郷
小
5
年
）

（
東
郷
小
5
年
）

稲
出
ち
ひ
ろ
（
坪
谷
小
3
年
）

三
浦
　
恵
（
坪
谷
小
3
年
）

坂
本
生
麻
（
雲
表
小
5
年
）

川
内
夏
希
（
東
郷
中
1
年
）

黒
木
博
子
（
東
郷
中
2
年
）

畝
原
亜
矢
（
東
郷
中
3
年
）

酒
井
誓
也
（
坪
谷
中
1
年
）

三
浦
吾
吾
（
日
向
高
校
2
年
）竈

・
簸

▲牧水生家での選考委員「ふるさとの家」での選考委員会▲

な
登

臨牧水の愚
『と5ごう3

薩藏歌
、継

離…r 　
1
1
月
1
1
日
（
土
）
・

12

冝
i
日
）
の
両
日
、

宮
崎
県
、
宮
崎
県
森

と
む
ら
の
会
、
日
向

東
臼
杵
南
部
市
町
村

振
興
協
議
会
・
王
催
に

よ
る
、
歌
人
若
山
牧

水
の
ふ
る
さ
と
『
と

う
こ
う
』
．
n
2
0
0

0
が
本
町
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン

よ
、
農
山
村
地
域
の

役
割
や
森
林
・
農
地

の
有
す
る
公
益
機
能

の
重
要
性
に
つ

て
、
広
く
県
民
の
理

解
と
関
心
を
高
め
る

た
め
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

感

転
竸購≧

▲芋掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
3
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

　
両
日
は
宮
崎
市
を
中
心
に
家
族
連
　
情

れ
玉
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
辮

者
は
、
道
の
駅
で
開
会
式
を
行
っ
た
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

後
、
鶴
野
内
山
内
ふ
れ
あ
い
農
園
で

芋
掘
・
を
行
い
ま
し
た
．
・
た
、
ふ
れ
卸

あ
い
農
園
の
会
員
た
ち
が
蒸
か
し
芋
だ

を
濡
し
て
お
・
、
・
れ
た
て
の
芋
嵐

を
賞
味
し
て
い
ま
し
た
。
　
行
は
、
こ
　
ら

の
後
森
林
作
業
体
験
や
そ
ば
打
ち
体
捌

験
、
短
歌
作
り
、
主
宰
秋
祭
り
見
学
、
を

み
か
ん
狩
・
等
を
行
い
、
東
郷
町
で
調

の
2
日
間
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
な

　　
@　
@　
@　
@　
@　

鰭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
た

』
ピ
　
▲
欄

幽
驚
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保健

やすらぎ館
豊69－3367

乳
が
ん
・
甲
状
腺
検
査

　
受
診
希
望
的
募
集

●
検
診
期
日

第
1
回
　
平
成
1
2
年
1
2
月
8
日
（
金
）

第
2
回
　
平
成
1
3
年
差
月
2
6
日
（
金
）

第
3
回
　
平
成
1
3
年
2
月
2
3
日
（
金
）

●
検
診
機
関

ブ
レ
ス
ト
ピ
ア
な
ん
ば
病
院
（
延
岡
市
）

　
や
す
ら
ぎ
館
よ
り
バ
ス
送
迎
有
り

●
対
象
者

町
内
在
住
の
3
0
歳
以
上
の
女
性

●
検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
、
超
音
波
検
査

●
受
診
料
　
8
、
5
0
0
円
（
内
町
が

3
、
0
0
0
円
助
成
し
ま
す
。
）

●
募
集
人
員
　
1
回
2
5
名

●
申
込
先
　
保
健
福
祉
課
保
健
係

乳
が
ん
検
診
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
と
超
音
波

の
検
査
で
は
、
触
診
で
も
わ
か
ら
な

い
早
期
の
乳
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

た
ら
す
ぐ
に
で
も
歯
科
医
院
で
診
察

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
顎
関
節
に
は
、
食
べ
物
を
噛
む
こ

と
に
関
係
し
て
い
る
筋
肉
、
顎
の
動

き
に
関
係
し
て
い
る
勤
帯
、
関
節
を

構
成
し
て
い
る
骨
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
に
異
常
が
表
れ
る
と
顎
関
節
症

に
な
り
ま
す
。

　
顎
関
節
症
の
原
因
と
し
て
は
、
咬

み
合
わ
せ
の
異
常
に
よ
る
下
顎
頭
の

位
置
異
常
、
咬
み
合
わ
せ
不
調
や
精

神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
噛
む
こ
と
に

関
係
し
て
い
る
筋
肉
の
異
常
緊
張
、

打
撲
や
圧
迫
、
大
開
口
に
よ
る
関
節

包
、
靱
帯
、
関
節
円
盤
の
損
傷
、
歯
ぎ

し
り
等
の
悪
習
慣
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

診
し
ま
し
よ
う
。

〈
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
人
〉

　
、
1　

、
2　

、
3　

、
4　

、［0 　
　
3
0
歳
以
上
で
未
婚
の
人

　
　
3
0
歳
以
上
で
初
め
て
お
産
を
し
た
人

　
　
初
潮
が
早
く
、
閉
経
が
遅
い
人

　
　
標
準
体
重
2
0
％
以
上
の
肥
満
の
人

　
　
血
縁
者
（
母
親
や
姉
妹
な
ど
）
に

　
　
が
ん
に
が
か
っ
た
入
が
い
る
人

6
、
以
前
に
片
方
の
乳
房
に
乳
が
ん

　
　
が
で
き
た
人

　
　
翁

（
い

P
　
・

）

，舗、

「
土
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

土
田
孝
男
先
生
の

　
　
　
歯
科
講
座
・
喬

「
あ
ご
が
な
る
1
第
三
の

　
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

　
自
分
が
顎
関
節
症
で
は
な
い
か
と

心
配
な
方
は
、
ま
ず
両
手
の
小
指
を

両
方
の
耳
に
入
れ
、
ゆ
っ
く
り
口
を

開
け
て
下
さ
い
。
す
る
と
顎
の
関
節

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
時
指
先
に
何
も
感
じ
ず
ス
ム
ー

ズ
に
動
い
て
い
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
指
先
に
引
っ
か
か
る
感
じ

や
「
カ
ッ
ク
ン
」
と
い
う
感
じ
が
あ
っ

幸
菅
菅
壱
菅
菅
条
尋
尋
劇
甚
尋
条
尋
尋
幸

榊リ

V
ポ
イ
シ
ト
栄
養
学
榊

牽
条
菅
条
条
菅
壱
壱
壱
条
壱
三
条
条
条
幸

「
早
食
い
は
肥
満
を
招
く

ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
、
お
い

し
く
食
べ
よ
う
」

　
誰
か
と
食
事
を
し
た
と
き
、
い
つ

も
真
っ
先
に
食
べ
終
わ
る
こ
と
を
、

内
心
、
得
意
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
早
食
い
は
決
し
て
芸
の
う
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
食
べ
る
こ

と
は
、
満
腹
中
枢
が
働
か
な
い
う
ち

に
食
べ
物
を
つ
め
込
む
こ
と
に
な

り
、
自
ら
大
食
、
食
べ
過
ぎ
を
許
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
に
食
べ
て
い
な
い
は
ず
な

の
に
太
り
は
じ
め
た
と
思
っ
た
ら
、

周
囲
の
人
と
食
事
の
速
度
を
比
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。
多
忙
な
人
に
は
早
食

い
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
食
事
を
楽
し
む
こ
と
は
、
人
間
の

持
っ
て
い
る
特
権
で
す
。
せ
か
せ
か

し
な
い
で
、
料
理
の
持
ち
味
を
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
塩
分
を

控
え
た
料
理
な
ど
は
、
よ
く
か
ん
で

味
わ
う
ほ
ど
、
本
当
の
お
い
し
さ
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
自
分
に

と
っ
て
、
必
要
か
つ
十
分
な
量
も
体

得
で
き
ま
す
。

　
食
事
を
大
切
に
し
て
、
お
い
し
く

味
わ
う
こ
と
こ
そ
健
康
へ
の
第
一
歩

な
の
で
す
。

12月の行事予定表

地区巡回健康相談
日 曜日 会　　　　場 受付時間
4 月 広瀬生活改善センター 9：00～10：00

火
田　野　公　　民　館 9：00～9：30

5

稲　葉　野　集　会　所 11：00～11：30

金
下　渡　川　公　民　館 10：00～10：30

8

越表地水流集会所 13：30～14：30

12 火 中野原一公民館 9：00～9：30

中野原営農研修センター 11：00～11：30

13 水
日　田　尾　集　会　所 9：00～9：30

長　崎　集　会　所 11：00～11：30

19 火 越表生活改善センター
9：30～10：30

児　洗　公　　民　館 13：30～14：30

リハビリ教室
7　木　　シルバーセンター　　10：30～10：40

赤ちゃん健康相談・1歳6ヶ月児・2歳児健診

14 木 や　す　ら　ぎ　館

赤ちゃん相談
X：30～10：00

P歳6ヶ月児
P3：30～13：40

Q歳児
P3：00～13：10

予　　防　　接　　種
病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン 5

B　　C　　G 7町立病院
i受付時間）

P3：15～13：45

三　種　混　合 6、13．20

麻　　　　　疹 12

風　　　　一．疹 21

ツベルクリン
12

三　股　病　院
i受付時間）

P4：00～16：00

B　　C　　G 14

その他（ポリオ以外） 毎週火曜日

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　　コ置．り吻鞍ど5ζ”り

㍉⑮夢＝詔定農業者×

　
今
月
は
寺
迫
の
黒
木
幸
一
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

（
し
現
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
飼
育
を
中
心
に
ミ

カ
ン
と
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

五
十
一
年
に
福
岡
の
学

校
を
卒
業
し
県
内
の
企

業
に
就
職
、
七
年
勤
め

た
後
、
退
職
し
昭
和
五

十
八
年
に
就
農
し
ま
し

た
。
両
親
と
夫
婦
の
四

人
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
技
術
に
つ
い
て

は
、
就
農
当
時
は
父
親

か
ら
学
び
な
が
ら
自
己

努
力
に
よ
り
習
得
し
、

機
欝
総

量
嘲
卒
・

現
在
は
養
鶏
振
興
会
の
研
修
に
参
加

す
る
こ
と
等
に
よ
り
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶏
舎
内
の
施

設
も
換
気
扇
を
増
や
す
な
ど
充
実
さ

せ
、
さ
ら
に
病
気
の
予
防
に
努
め
る

こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ナ
の
育
成
率
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
ミ
カ
ン
の

生
産
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
規

模
拡
大
も
視
野
に
入
れ
て
、
安
定
し

た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
と

努
力
を
続
け
な
が
ら
農
業
を
行
っ
て

、
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

牒
闘．

諸

点姦哨づ諭
tk」

　
今
月
は
、
寺
迫
の
黒
木

幸
一
ざ
ん
．
宅
に
取
枇
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
幸
一
さ

ん
は
学
校
卒
業
と
同
時
に

他
産
業
に
就
職
し
、
約
七

年
間
会
社
勤
め
を
し
た

後
、
昭
和
五
十
八
年
に
父

親
か
ら
経
営
移
譲
を
受

け
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
ミ
カ
ン

の
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
現

在
鶏
舎
三
棟
で
、
年
間
一

三
五
千
羽
の
飼
育
と
、
ミ

カ
ン
園
「
○
○
ア
ー
ル
を

幸
一
さ
ん
夫
婦
と
両
親
の
四
人
で

行
っ
て
い
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
幸
一

さ
ん
夫
婦
、
ミ
カ
ン
栽
培
は
両
親
が

主
に
行
な
い
、
忙
し
い
時
は
、
互
い
に

加
勢
の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し

て
、
家
族
七
人
（
子
供
三
人
）
の
黒
木

家
の
農
業
経
営
を
構
築
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
か
ら
両
親
が
始
め
た
ブ

ロ
イ
ラ
ー
を
昭
和
五
十
八
年
に
引
き

継
ぎ
両
親
を
師
と
し
て
、
飼
育
を
教

わ
り
、
ま
た
指
導
員
や
仲
間
同
士
で

技
術
を
研
究
し
た
り
、
町
の
養
鶏
部

会
で
の
研
修
会
等
で
技
術
の
向
上
を

図
っ
た
。
特
に
鶏
舎
内
の
換
気
に
力

を
入
れ
ト
リ
の
病
気
発
生
に
注
意
し

た
が
、
熱
射
や
ち
ょ
っ
と
し
た
機
械

の
故
障
に
よ
る
ト
リ
の
死
で
、
育
成

率
が
下
が
っ
た
り
し
た
。
自
分
で
一

生
懸
命
や
っ
た
結
果
が
悪
か
っ
た
と

き
は
、
技
術
の
未
熟
を
心
痛
し
飼
育

の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
と
話
さ
れ

る
言
葉
に
は
、
両
親
の
偉
大
さ
と
尊

敬
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
力

で
、
農
業
経
営
を
や
り
無
事
生
産
出

荷
が
で
き
、
成
績
の
良
か
っ
た
時
の
喜
び

を
話
さ
れ
る
笑
顔
は
最
高
で
し
た
。

　
幸
｝
さ
ん
夫
婦
の
夢
は
、
規
模
拡

大
を
は
か
り
安
定
し
た
経
営
基
盤
を

作
る
こ
と
、
後
継
者
に
つ
い
て
は
子

供
の
考
え
を
尊
重
し
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
家
族
全
員
で
協
力
し
楽
し

い
家
族
が
あ
れ
ば
夢
は
必
ず
近
づ
い

て
く
る
と
思
い
な
が
ら
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’φe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴgo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e“　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずψ　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　ρ9　　　　　　　　　　　　　　　一◎　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　ρ，　　　　　　　　　　　　ぞ。　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　，ψ　　　　　　　　　σo　　　　　　　　ψo　　　　　　　　ひψ　　　　　　　♂φ　　　　　　●ψ　　　　　ψψ　　　　φφ　　　　ψ9　　　ψψ　　ψ9　99，09

畜
産
だ
よ
り

　
1
1
月
期
子
牛
・
育
成
牛
肉
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7

頭
出
品
し
て
い
ま
す
。
　
成
績
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
の
音
羽
坂

福
瀬

羽
坂

去
勢
の
部

　
福
瀬

福
瀬

福
島

団
体
成
績

福
永
マ
ス
ミ

つ
ふ
く
2
5
号

松
葉
洋
子

く
み
よ
号

黒
木
英
遠

ち
や
す
号

塩
月
秀
幸

福
春
号

塩
月
カ
ズ
エ

塩
桜
号

谷
口
峰
久

平
久
号

　
9
位

弐
等
賞

弐
等
賞

参
等
賞

壱
等
賞

壱
等
賞

弐
等
賞

●
児
湯
郡
市
品
評
会

　
雌
の
部

　
　
寺
判
海
野
直

　
　
　
　
い
ず
み
3
号
　
弐
等
賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　999　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψe9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－9σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず9　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　　　　　　　eO　　　　　　　　　　　　　　　　’9　　　　　　　　　　　　　　　9－　　　　　　　　　　　　　　9，　　　　　　　　　　　　　e－　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　σψ　　　　　　　　　　　e“　　　　　　　　　　e9　　　　　　　　　●9　　　　　　　　σ9　　　　　　　　eg　　　　　　　e◎　　　　　　eψ　　　　　ψ9　　　　e9　　　　9ψ　　　09　　ρφ　oψψ99

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

人
任
せ
の
稲
作
と
な
り
て
豊
作
も

吾
に
は
喜
び
少
な
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

麻
痺
し
た
る
足
を
ひ
き
ず
り
歩
む
道

子
ら
は
優
し
き
言
葉
か
け
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

脳
を
病
み
言
葉
失
ひ
し
わ
が
妻
が

鏡
に
向
ひ
独
り
も
の
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

雨
後
の
風
あ
た
た
か
き
道
過
ぎ
し

少
女
は
木
犀
の
花
の
香
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

若
き
日
も
忘
る
る
夫
と
の
明
け
暮
れ
に

つ
れ
づ
れ
な
る
日
は
孫
子
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

健
康
が
吾
の
取
り
柄
と
思
ひ
し
に

病
ひ
と
つ
に
わ
れ
は
お
の
の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

シ
ド
ニ
～
も
東
京
ド
ー
ム
も
と
き
め
き
て

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
深
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

秋
の
味
を
娘
ら
に
送
れ
と
頂
き
し

五
キ
ロ
の
栗
は
我
が
手
に
重
し

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

走
る
の
が
好
き
と
駆
け
ぬ
け
し
金
メ
ダ
ル

少
女
高
橋
を
見
つ
つ
涙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

我
が
枝
を
頼
り
に
受
け
し
苗
作
り

玉
葱
の
謹
め
ぐ
る
日
に
幾
度
も

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

こ
の
村
の
ひ
と
り
の
漁
師
の
世
を
去
り
て

主
な
き
川
岸
に
ゆ
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

健
や
か
な
り
し
父
母
と
食
ひ
し
耳
目
に

豊
か
な
り
し
鮎
思
い
出
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

白
内
障
の
手
術
を
終
へ
て
1
年
か

階
段
に
戸
惑
ふ
事
な
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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まちのアルバム

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

轡

　
1
0
月
1
8
日
（
水
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
第
1
同
東
郷
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
6
区
か
ら
悩
名
が
参
加
し
、
個
人

戦
と
各
地
区
上
位
5
名
の
ト
ー
タ
ル
打
数
に
よ
る
地

区
対
抗
戦
で
競
技
が
行
わ
れ
、
2
9
名
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
す
る
な
ど
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
区
対
抗
戦
成
績

　
－
位
寺
迫
、
2
位
迫
野
内
、
3
位
鶴
野
内

●
個
人
戦
成
績

　
1
位
　
新
本
幸
男
（
鶴
）
、
2
位
黒
木
盛
也
（
寺
）

　
3
位
　
川
越
牧
男
（
寺
）

一⑤◎／認⑤④⑤◎・⑤＠㈱一◎

商
工
会
女
性
部
が
県
大
会
出
場

◎
霧
雪
亀
一
も
書
き
ー
ー
亀
雪
雲
ー
ー
亀
・
垂
垂
事
書
牽
き
ー
ー
轟
一
・
ー
ー

小
学
校
合
同
運
動
会

声
嵯
マ
三

曲
Ψ
可

　
1
0
月
2
4
日
置
火
）
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
平
成
1
2
年
度
小
学
校
合
同
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
大
会
と

な
り
、
体
育
館
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
5
つ
の
小
学
校
か
ら
参
加
し
た
5
・
6

年
生
ユ
4
’
0
人
は
、
雨
の
中
で
の
悪
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
生
懸
命
競
技
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

⑦㈱！㈱㎜繍㈱一一㎜一認㈱

　
1
0
月
2
0
日
（
金
）
に
高
原
町
で
開
催
さ
れ
た
、

商
工
会
女
性
部
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会

に
、
町
商
工
会
女
性
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
チ
ー
ム
は
、
9
月
1
6
日
門
川
町
で
開

催
さ
れ
た
東
臼
杵
南
部
地
区
予
選
に
お
い
て
、

13

`
ー
ム
中
3
位
で
予
選
を
突
破
し
、
県
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
で
は
、
三
財
商
工
会
（
西
都
市
）
を

破
り
ま
し
た
が
、
日
之
影
町
商
工
会
に
惜
し
く

も
敗
れ
、
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
「
さ
ら
に
練
習
し
て
来

年
が
ん
ば
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ク
イ
ズ
ナ
イ
ト
m
東
郷

ー
ー
影
垂

　
1
0
月
2
7
日
（
金
）
、
広
域
国
際
交
流
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
中
央
公
民
館
で
「
ク
イ
ズ
ナ
イ
ト

．
m
東
郷
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
南
郷
村
、
諸
塚
村
か
ら
の
参
加
者

に
加
え
、
県
内
の
国
際
交
流
員
、
外
国
語
指
導

助
手
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
ク
イ
ズ
は
、
先
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
始
め
、
海

外
に
関
す
る
問
題
等
が
出
題
さ
れ
、
賞
品
も
海

外
の
品
物
が
用
意
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
色
豊
か

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
出
場
し
た
T
Y
D
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
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　　，9　▼　一▼　一▼　　｝　一　一　一一－　一

歌
と
踊
り
の
ク
ベ
を
開
催

タベ迫激ヒ踊’
ず
．
5

繋
助
丁
－

△
　
日
赤
奉
仕
団
寺
迫
支
部
主
催
（
寺
門
区
後

援
）
に
よ
る
、
「
寺
迫
歌
と
踊
り
の
夕
べ
」
が
1
0

月
2
8
日
（
土
）
寺
迫
小
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
区
民
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
芝

居
な
ど
多
彩
な
出
し
物
が
あ
り
、
満
員
と
な
っ

た
会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
お
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
今
年
が
第
3
回
目
の
開
催

で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
益
金
は
、
町
の
社
会
福

祉
の
為
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
峯
貧
．
ご
る
篇
一
、
喜
喜
奪
＆
一
＼
華
華
影
、
萎
萎

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

仁

「

　
1
1
月
8
日
（
水
）
、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、
第
2
回
共
同
募
金
チ
．
ヤ
リ
テ
ィ
レ
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
に
は
、
町
内
か
ら
2
2
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
協
議
結
果
は
、
次
の
と
お
ヴ
で
す
。

　
優
勝
　
坪
谷
C
チ
ー
ム
　
第
2
位
　
羽
坂

チ
ー
ム
　
第
3
位
　
小
野
田
A
チ
ー
ム

　
な
お
、
大
会
で
得
た
収
益
金
は
、
社
会
協
議

会
を
通
し
て
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

一・・一一⑳◎9・・伽晦一・艦一
カ
ヌ
ー
で
耳
川
を
下
る

　
県
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
の
川
く
だ
り
が
、
1
0
月

29

冝
i
日
）
、
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
か
ら
日
向

市
上
谷
ま
で
の
耳
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
川
く
だ
り
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
よ

う
と
行
わ
れ
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
約

50

ｼ
の
会
員
と
2
6
艘
の
カ
ヌ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
会
員
の
一
人
は
、
「
耳
川
は
変
化
に
富
ん
だ

お
も
し
ろ
．
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
い
。
こ
の
大
会

を
定
例
化
さ
せ
、
ぜ
ひ
と
も
県
北
地
区
の
人
達

に
も
カ
ヌ
ー
に
親
し
ん
で
欲
し
い
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

、
篇
＼
多
亀
一
、
一
＼
、
蒙
亀
、
6

は
っ
け
よ
一
い
　
の
こ
っ
た
ノ
・

　
温
瀬
秋
祭
り
行
事
の
一
環
と
し
て
、
福
子
連

主
催
に
よ
る
子
供
す
も
う
大
会
が
、
1
1
月
1
1
日

（
土
）
福
瀬
の
屋
根
付
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
年
が
1
0
回
目
の
大
会
で
、
1

年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
男
1
8
名
、
女
8
名
の

ち
び
っ
こ
力
士
が
参
加
し
、
東
西
に
分
か
れ
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
で
は
、
水
入
り
や
、
2
度
の
取
り
直

し
と
な
る
一
番
な
ど
熱
戦
が
続
き
、
集
ま
っ
た
多

く
の
観
衆
か
ら
大
き
な
声
援
が
贈
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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☆★☆三等幼稚園☆★☆

　　　　　　，一欝「　　▲えんそくにいったよ

　．寺迫　落鹿の

新名利恵さん（轍）

父＝久米男さん

母＝清美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ

C好きな遊びは何ですか？

　積木

O大きくなったら何になりた

　いですか？

　セーラームーンのうさぎ

、
　
蟹

肖
　
㌣

　寺迫　寺迫の

海野佳奈子さん（5歳）

父：直さん

母：典子さん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　ぶどう、カレー

○好きな遊びは何です

　か？

　ぶらんこ、すべり台

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　ケーキ屋さん

　
　
　
　
6
　
r

＝
ド乏

’
ノ

　あ　街電熱題，
　卿瞭醐二軍瞭瞭翰瞭哺嘲嘲■9瞭　　辛

宜野湾市へ米を騎1

　　　　　　　　　　　　や
　日向農協では、沖縄県宜幸

野湾市ひまわり共同作業所轟
書落て米の販売を始めま1

　ひまわり共同作業所は、　‡

姉妹都市宜野湾市の障害者童
の社会参加をめざして活動善

しており、東郷産の米を販善

熱したいとの事で、日向農茎
協が販売拡大につながると善

して、先日宜野湾市におい善
て契約を締結しました。　　1

　東郷町産の米は「味も香繋
りもいい」と静かな人気を凄

呼んでおり、販売量の増大享
が期待されます。　　　　　弄

レ
ぼ
く
の
ク
レ
ヨ
ン
を
よ
ん
で

醸
と
幸
・
卓
と
噂
・
争
・
・
．
幸
・
・
㊥
・
・
卓
と
尊
・
＾
噛
・
・
中
＝
幸
・
・
噸
・
・
ゆ
・
・
幸
・
・
塵
・
轟
と
瞳
・
壱
壱
壱
尋
壱
轟
・
寺
曇
善
寺
喜
尋
尋
甚
善

▲宜野湾市での調印式

冒
一
■

■

●

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
　
年
末
は
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
飲

　
酒
運
転
の
増
加
や
若
者
の
暴
走
運

　
転
、
平
素
に
比
べ
て
交
通
量
が
増
加

　
す
る
な
ど
に
よ
り
交
通
事
故
が
多
く

　
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
県
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

　
遵
守
し
、
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
て
悲

　
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
、
明
る
い

　
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
1
、
運
動
の
期
間

　
　
平
成
1
2
年
1
2
月
2
0
日
（
水
）
か
ら
1
2

　
月
3
1
日
（
日
）
ま
で
の
1
2
日
間

　
2
、
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
交
通
安
全

　
　
　
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
と
思
い
や
り

　
3
、
運
動
の
重
点

～　
◎
飲
酒
運
転
の
防
止

…　
　
「
俺
は
酒
に
強
い
か
ら
、
腕
が
い
い

…　
か
ら
少
し
位
の
酒
で
事
故
を
起
こ
す

…　
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
考
え
は
大
き

…”　
な
間
違
い
。
判
断
力
、
抑
制
力
、
運
転

”　
能
力
、
視
聴
覚
等
が
麻
痺
し
①
標
識
、

……　
障
害
物
、
歩
行
者
等
の
見
落
と
し
や

サ　
発
見
が
遅
れ
る
。
②
運
転
操
作
、
反
応

…　　時
間
が
遅
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
。

…　
③
運
転
操
作
が
大
げ
さ
で
乱
暴
に
な

…一
　
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
。

ひ　
④
速
度
感
覚
が
鈍
り
、
高
速
運
転
を

…伸　平
気
で
や
る
。
等
が
運
転
動
作
に
現
れ
、

事
故
に
結
び
つ
く
結
果
と
な
り
ま
す
。

　
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
飲
酒
の
場
所
に
車
で
行

か
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

⊃
過
労
・
居
眠
り
運
転
の
防
止

　
過
労
・
居
眠
り
運
転
は
一
瞬
の
う

ち
に
、
路
外
逸
脱
や
対
向
車
線
に
は

み
出
し
て
の
正
面
衝
突
等
重
大
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
年
末
は
、
旅
行
や
帰
省
等
で
長
距

離
運
転
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
無

理
の
な
い
運
転
（
旅
行
）
計
画
を
立
て
、

ゆ
と
り
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
中
、
疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
た

ら
、
早
め
に
車
を
止
め
る
決
断
を
し
、

休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

偽．

ﾕ
暴
走
運
転
の
追
放

　
暴
走
行
為
、
暴
走
運
転
は
交
通
事

故
に
結
び
つ
く
他
、
周
り
に
迷
惑
を

掛
け
る
悪
質
で
危
険
な
行
為
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
、
職
場
で
暴
走
運
転

の
危
険
性
、
悪
質
性
を
話
し
合
い
、
暴

走
行
為
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
行

か
な
い
の
「
3
な
い
運
動
」
の
気
運
を
つ

く
り
、
暴
走
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
・
年
始
地
域
安
全
運
動

●
運
動
期
間
一
平
成
1
2
年
1
2
月
1

　
日
～
平
成
1
3
年
1
月
3
1
日
ま
で

　
空
き
巣
や
置
き
引
き
・
自
転
車
や

バ
イ
ク
等
の
盗
難
防
止
、
少
年
の
非

行
防
止
等
に
地
域
全
体
で
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

ぜ

　　　　　　　　の置9鰯多8こ璽’り

”
考
え
よ
う
　
あ
な
た
の
人
権

　　

@　

墲
ｽ
し
の
人
権
”

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
「
人
権
週
間
」
で
す

　
人
権
週
間
は
、
昭
和
2
3
年
に
開

催
さ
れ
た
第
3
回
国
際
連
合
総
会

に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
法
務
局

及
び
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
中

心
と
な
っ
て
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　
東
郷
町
に
お
い
て
も
、
本
町
の

人
権
擁
護
委
員
を
中
心
に
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
務
局
及
び
人
権
擁
護

委
員
で
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
家
庭
内
の
問

題
、
成
年
後
見
制
度
、
介
護
保
険
、

借
地
借
家
、
登
記
、
金
銭
貸
借
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
法

務
局
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
法
務
局
及
び
人
権
擁
護
委
員
の

所
在
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

　
延
岡
市
大
貫
町
1
丁
目
2
、
9

1
5
番
地

　
電
話
（
0
9
8
2
）
3
3
1
2
1

7
9
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
き
午

前
8
時
3
0
分
野
ら
午
後
5
時
ま

で
）●
東
郷
町
人
権
擁
護
委
員

・
海
野
俊
男
（
越
表
）

　
容
6
9
－
7
2
0
6

・
黒
木
睦
實
（
寺
号
）

盈
5
8
1
1
8
0
9

・
伊
東
征
男
（
鶴
野
内
）

智
6
9
1
2
5
3
1

轡
（

▲産業文化祭で啓発を行う人権擁護委員

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、
諸
塚
村

で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
2
月
1
0
日
（
日
）

　
　
　
　
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
諸
塚
村
中
央
公
民
館

▽
対
象
5
才
か
ら
中
学
生
ま
で

▽
そ
の
他
　
面
河
程
度
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
　
1
2
月
1
日
（
金
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
　
顧
　
騨
　
暉
　
冒
　
冒
　
咀
　
■
　
■
　
8
　
■
　
口
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
暉
　
■
　
●
　
●
　
●
　
■
　
脚
　
■
　
●
　
■
　
■
　
■
　
●
　
，

職…驚
…
…
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⇒月巳4」M臨『写

8〃’〃v一躍z7躍’

みなさんこんにちは／
12月の町費は、私のコーナーが少なくなりました

私は、クリスマスとお正月はイギリスへ遊びに行モ
2001年1月に会いましょう。

みなさん、MERRY　CHRISTMAS

　　　　　　　AND　HAPPY　NEW　YEAR

●●■■■■■●o■■●■■■冒■■■■曜■●80■■■■1■唇■■●■■o■■u■■置●81■1

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

一

都
　
甲
　
欣
　
一

山
河
「
み
な
　
古
き
陶
器
の
　
ご
と
く
な
る

　
　
こ
の
ふ
る
さ
と
の
　
冬
を
愛
せ
む

　
明
治
4
5
年
（
1
9
1
2
）
7
月
牧
水
は
「
父
危
篤
」
の
報
を
受
け
て

郷
里
へ
帰
り
ま
す
が
、
父
の
看
病
と
死
、
親
族
等
か
ら
の
村
に
と
ど
ま

る
こ
と
へ
の
す
す
め
、
一
方
、
牧
水
の
文
学
へ
の
思
い
と
上
京
の
気
持

ち
等
か
ら
苦
悩
の
日
々
に
あ
る
牧
水
で
し
た
。
よ
う
や
く
許
さ
れ
て
、

大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
5
月
に
上
京
し
ま
す
が
、
こ
の
1
年
間
の
帰

郷
中
に
作
っ
た
歌
で
、
第
6
歌
集
『
み
な
か
み
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
歌
集
『
み
な
か
み
』
に
「
本
書
を
亡
き
父
に
捧
ぐ
」
と
記
し
て
あ
り
、

本
書
の
初
め
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。
「
（
前
略
）
本
書
の
出
版

に
際
し
て
私
は
わ
が
郷
里
の
山
河
に
感
謝
し
た
い
。
（
中
略
）
ま
こ
と

に
郷
里
坪
谷
村
の
1
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
今
ま
で
に
な
い
内
省
的

な
、
割
合
に
豊
か
な
生
活
を
遂
げ
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
生
活
の
滴
り
が
こ
の
短
い
か
た
ち
の
詩
の
な
か
に
幾
分
で
も
落
ち

て
ゐ
く
れ
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
と
思
ふ
」

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
伊
藤
一
彦
氏
は
「
『
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
寂

し
さ
の
…
…
』
と
歌
っ
た
時
と
違
う
山
河
と
し
て
の
「
山
河
」
と
し
て

歌
い
、
輝
い
て
は
い
る
が
、
冷
た
く
、
鈍
い
光
を
放
っ
て
い
る
ふ
る
さ

と
の
自
然
こ
こ
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
な
の
だ
、
と
牧
水
は
あ
ら
た
め

て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
」
と

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
譜
臨

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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東
郷
橋
通
行
止
め

．
の
お
知
ら
せ

　
東
郷
橋
（
町
道
東
郷
橋
卸
二
線
）
の

改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
1
3
年
1
月

初
旬
か
ら
2
月
末
ま
で
の
約
2
ヶ
月

間
、
2
4
時
間
の
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、
田

野
方
面
に
迂
回
し
て
の
運
行
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
歩
行
者
に
つ
い
て
は
通

行
可
能
で
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
課
（
電
話
6
9
－
3

9
0
6
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の

年
末
の
特
別
解
放
日

　　　　　お知らせ
〈《《インフオメーヲヨン》》〉

▽
期
日
　
1
2
月
1
7
日
（
口
）
、
2
4
日
（
日
）

▽
時
間
　
9
時
～
1
6
時

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の

入
学
者
や
在
学
者
は
、
国
民
生
活
金

融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
融
資
額
　
一
人
2
0
0
万
円
以
内

▽
利
　
　
率
　
年
2
・
2
％
（
但
し
、

平
成
1
2
年
1
1
月
1
日
現
在
）

▽
融
資
期
間
　
1
0
年
以
内

　
詳
し
く
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
延

年金相談を開催します
　まだ年金を受給されていない方を対象に、下記にと

おり各地区で年金相談を開催します。

開催日 開催時間 対象地区 会　　場

12月21［㈱
仲町、坪谷、越年、

ｺ渡川

坪谷多目的集会
{設

1月30日㈹ 寺迫 寺迫連絡所

2月9日㈹

午前10時から

ﾟ後3時まで 鶴野内、迫野内、

ｪ重原、田野

鶴野内地区コミュ

jティセンター

3月15口㈱
三瀬、小野田、

H坂
町中央公民館

【受付方法】ご来場される方は、事前に役場住民課住

　　　　　民年金係までご連絡下さい。

【相談員】延岡社会保険事務所職員、役場年金担当

　　　　　職員
＊詳しくは、役場住民課住民年金係

　（電話69－3902）までお問い合わせ下さい。

岡
支
店
（
智
0
9
8
2
1
3
3
1
6
3

1
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

役
場
直
通
電
話
の
お
知
ら
せ

　
役
場
で
は
、
住
民
の
方
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
各
課
へ
の
直
通
電
話

番
号
を
設
け
て
い
ま
す
。
代
表
電
話

番
号
（
6
9
1
2
1
1
1
）
も
利
用
で
き

ま
す
が
、
早
く
て
確
実
な
各
課
直
通

電
話
番
号
を
ご
利
用
下
さ
い
。

●
各
課
の
直
通
電
話
番
号

　
　
　
保
健
福
祉
課

　
　
交
流
研
修
施
設
さ
く
ら
館
は
、

役
場
か
ら
取
り
次
ぎ
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
直
通
電
話
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
保
健
福
祉
課
　
6
9
－
3
3
6
7

　
さ
く
ら
館
6
9
1
3
1
7
1

館

×ま農具夏鳶建議税出女企総
一．一た業育　　　会　　　画
莚握婁糞蕪翌翌羅嚢

69

P
3
9
0
0

9
1
3
9
0
1

69
i
3
9
0
2

669

P
3
9
0
3

9
－
3
9
0
4

669

P
3
9
0
5

9
1
3
9
0
6

669

P
3
9
0
7

9
1
3
9
0
8

669

P
3
9
0
9

69

P
3
9
1
0

　
　
（
や
す
ら
ぎ

自
衛
隊
生
徒
募
集

▽
受
付
期
間
　
平
成
1
3
年
1
月
5

日
箇
ま
で

▽
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
1
3
年
4
月
1
日
現
在
、
1
5
歳
以

上
1
7
歳
未
満
の
男
子

▽
試
験
期
日
　
平
成
1
3
年
1
月
7
日

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
1
2
月
1
9
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
七
期

固
定
資
産
税
三
期

　
　
　
　
　
　
　
善
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
上
申
し
上
げ
ま
す
。
（
1
1
月
8
日
ま

で
に
受
付
し
た
分
）

◎
越
表
の
如
月
正
行
さ
ん
か
ら

　
（
カ
ツ
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
寺
原
英
子
さ
ん
か
ら

　
（
司
人
さ
ん
・
6
8
歳
逝
去
）

◎
越
表
の
山
崎
丸
美
さ
ん
か
ら

　
（
マ
チ
子
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
河
万
代
さ
ん
か
ら

　
（
政
三
さ
ん
・
6
6
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
田
口
芳
男
さ
ん
か
ら

　
（
鈴
子
さ
ん
・
7
2
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
福
瀬
の
い
な
ほ
商
店
よ
り
敬
老
会

弁
当
の
売
上
げ
の
一
部
を
、
東
郷
病

院
の
谷
川
先
生
よ
り
高
齢
者
の
為
に

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
赤
奉
仕
団
団
迫
支
部
よ
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
益
金
を
日
赤
東
郷
町

分
区
へ
、
佐
土
原
町
の
三
尾
芳
子
さ
ん

か
ら
、
町
報
送
付
の
お
礼
装
と
し
て

町
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
」レ、
o

一
一

●

　
　
（
1
0
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

物損事故 9件（93）

人身事故 2件（26）

田
口
鈴
子

三
河
政
三

寺
原
三
人

山
崎
マ
チ
子

草
留
優
美

氏
名

結
婚
お
幸
芝

富
山
湖
：
都
と

鎌
田
一
㌻
貴
容

黒
木
竜
琴
座
や

赤
皐
ん
の
氏
名死　　者 1人（2）

交
通
事
故
発
生
状
況
面
月
忠

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

（海橋

��S

ﾞ子弘

氏
名重傷者 0人（2） 72

ﾎ

66

ﾎ

68

ﾎ

73

ﾎ

12

ﾎ
年
齢

兼
光

智
佳
志
文
也

経
重

軽傷者 4人（32）

（）内は年間累計
仲
深
仲
深
坪
谷
国
表
田
野
住
所
福
二

川
南
町

住
所
坪
谷
福
瀬

小
野
田

住
所
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